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婦人の教育について［１］
フランソワ・プーラン=ド=ラ=バール著［1674年］
仲島陽一訳
　【訳者前書き】　著者プーラン=ド=ラ=バール（François Poulain de la 
Barre, 1647-1723）について、佐藤和夫氏は次のように紹介している。「17世
紀フランスで徹底した男女平等を唱えた男性の思想家。デカルトの思想に強く
影響され、『精神には性の違いはない』という主張を基礎に、その当時流布し
ていた男女平等を否定しようとする議論を、聖書の記述への批判的吟味を一つ
の軸にしながら、徹底して批判した。〔後略〕」1） 男女平等に関する彼の著作と
しては、『男女の平等について』（1673）『婦人の教育について』（1674）『男性
の優位について』（1675）がある。私が翻訳者の一人として加わった『両性平
等論』2）はこの一番目と三番目の著作を含んでいる。三部作というべきこの三
著のなかで、『婦人の教育について』の訳がなされないのは残念であると思っ
てきた。約十年たっても現れないようなので、自ら試みることにしたのがこの
訳である。解説的な事柄については、とりあえず訳書『両性平等論』そのもの
とそこでの「解説」（佐藤氏による）を参照されたい。
【本文】
 学問と品性における精神の導きのための婦人の教育について：対話
　　王女殿下3）に
　王女様、
　女性が男性同様にできないような偉大なことは何もないと彼女等に示した後
で、私は、彼等同様に最高の知識に至る道を彼女等に教えることでは十分では
ない、と思いました。哲学が私に提供した推論を、一つの実例で支えることが
さらに必要と思ったわけですが、この実例は、十分明白で、私が擁護した真理
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を確立し尽くし、私が提案しているのと同じくらい栄えある企てに婦人を勇気
づけるものです。この実例とは、幸いにも王女殿下の中にみいだされるもので
す。殿下は、両性の中にある最も高貴で最も完全なものを御一身のなかで結び
付けるすべをご存じで、生まれと勇気の大きさに劣らず、精神と知識の卓越に
よっても両性の上の高みにおられます。それゆえ万人が認めるように、殿下を
女性たちは自分たちの栄光として敬い、全欧州の注目と敬意を引き寄せ、男性
たちは王国の飾りとしてみなさざるを得なくなっているのは、殿下の地位と尊
厳であるのと同じくらいその英雄的な美点のためなのです。しかし同時に彼女
等は王女殿下をすばらしい模範と考えなければなりませんし、またその美徳の
ために得られたあの高い評判にこたえる仕方で殿下をまねるためには、習慣の
ために陥っている軟弱さを乗り越えることに勇敢に努めなければならず、享受
している休息と余暇の一時を用いて、幸福できちんとした生活のために必要な
ものをしっかりと教えてくれるものをまじめに学ばなければなりません。望む
らくは彼女等にさらに反省してもらいたいものです。王女殿下がこれほどしっ
かりとすべてについて判断し、これほど正しく優雅にそれを語るすべを知って
いるのは、仕事のためにこれほど理解を持ち、ふるまいにおいてこれほど思慮
を持ち、またまわりの財産と名誉を正当に用いるすべを知っているのは、殿下
に特別なあの偉大な魂の結果に劣らず、立派な事柄のために絶えず勤勉である
結果であることを。主にこの意図において、王女殿下、私はご高名を本書の冒
頭におく自由を得たのであり、読んで学ぶ婦人たちが、巻を開くや尊敬ただな
らぬ王女の名を見て、その方から得られる実例を思い出すことで、自分たちが
最も高尚なことを企てて成功できること、勇気とまっすぐな精神があれば、以
下の対話が示すように、学問と徳の貴重な宝を自分自身でみいだすのは容易で
あると、きっぱりと確信させるためです。確かにこの際、彼女等のものと同様
に私の個別的利害も働いています。王女殿下が精神の産物すべてに対してとて
も繊細な分別をお持ちのことを知らぬ者はいないので、著名な婦人の中の第一
の者として帰せられるべき感謝を果たすために、この著作に名誉を与えてくだ
さろうという私の望む是認によって、本書を贈る私に有利な気持ちが前もって
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公衆に与えられるであろうと、期待しています。殿下の真価は男女平等の最も
確かな証明であって、それに対する最も深い敬意を証すべく、
　王女殿下
　　のいとも賤しくいとも従順なる僕たる
　　　プーラン
 前書き
　以下の対話が実際になされたのは、報告されるように、勉強に専心する意図
を持ったとても精神的なある若い令嬢のためであり、そのような意向を持つよ
うなすべての婦人を考慮して公にされた。そのため題は『婦人の教育について』
とならざるを得ないが、男性にも劣らず有用である。男性のためにつくられる
作品は、〔人間という〕同じ種の存在として両者を教える方法は一つしかない
ので、女性にも等しく役立つという理由による。
　ここで分別ある状態の女性についてしか語られないのをみて驚くことはな
い。教育という語でふつうはこどもを育て教える技術が理解されるが、考察す
べきは、この語にふつうより少し広い意味を与えることはできるし、年長で学
ばなければならないことに注意すれば、幼少期以来教え得ることに同時に気を
とめるということである。そして教育は主にそれについて気を配る人々次第な
ので、またそれをよく果たすためになすべきことをまたはどういうやり方でし
なければならないかを心得ているのはごくわずかなので、まず女教師を形成す
るのに役立つことから始めて、その後で、提案される格律にしたがって弟子た
ちの精神を形成する方法に関して考えられることを言うのがふさわしいと判断
された。
　ところで、すべてのなかで主要で最も重要なことは、万事について健全にま
た偏見なく判断できるようにさせる至高の理性を、できる限り人々のなかに確
立しなければならないということである。なぜなら、自分がいる社会の本質的
な習慣に従うことに早くから慣れることは免れ得ないが、しかしながら、ふつ
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う行われるようにそれに盲目的に従うことほど、完全性と精神の幸福にとって
有害なものは何もないからである。この服従が臆見と習慣の奴隷になる原因で
あり、両者を学問と品性における無謬の規則として、それに従っていると思う
ことだけを是認し、それに反していると思い描くことを絶対的に断罪するので
ある。このことが最もふつうの源になっているのが、悪い推論、公的および私
的な世界の混乱であり、このことが主要な原因となって、大部分の人は、気ま
ぐれと思いつきによってしかふるまわないのである。
　こうして以下の対話は、若干の人々の趣味をみてとても楽しい第一部として
みなされ、次にこどもの教育の詳論に下りていく第二部に進むことができる。
　ごまかされないために、「偏見」「先入見」といった語で理解されるのが、大
胆にまた吟味なく下された判断、あるいはまた分別なく抱かれた見解、臆見、
格律のことであると注意されたい。
　「臆見」に反対して語る、あるいはそれに何か悪い結果を帰するすべての場
合において、またそれを捨てなければならないというとき、この語が意味して
いるのは、なぜそれがよいのか悪いのか、真なのか偽なのか、そう言われるの
を聞いたという以外説明できずに、一人あるいは数人の単なる報告またはその
権威に基づいてはまってしまった見解のことである。そして「民衆」「俗衆」「大
衆」という語において理解されるのは、物事を臆見と偏見によってしか判断し
ない者のことである。またその学問が臆見に基づいている学者は、その観念に
おいて何か低級で軽蔑すべきものを持ち込む箇所において、「物知り」という
語で示される者である。
　本書がその弁護論である才人、すなわち臆見でなく理性によって判断し、唯
一その判断を尊重すべき人々が、他の人々は虚栄心やうぬぼれと呼ぶものに帰
するかもしれない本書を、好意的に解し、婦人となし得る一連の対話とみなす
ことが望まれる。
　対話中の人物名はふつうギリシャ語からとられるので、時々その意味を知っ
て楽しむ婦人たちの好奇心を満たすために告げておけば、「ソフィ」はとても
完成された賢さがあるので、知恵そのもので命名できる一婦人を意味する。
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　「ユラリ」は、じょうずに、かつ流暢に話す婦人である。
　「ティマンドル」は、理性と良識に従う紳士である。
　「スタジマック」は温和な人、つまり言い争いや衒学の敵であるが、この「衒
学」というのは、職業でなく精神上の悪徳の一つと了解される語である。
 第一対話
　スタジマックが才気と長所を持つ婦人ソフィのところに行くと、彼女はティ
マンドルという名の親戚の紳士と、またユラリと呼ばれる若い令嬢と対話して
いた。
　彼がはいってくるやいなや、ソフィは彼に挨拶をさせる暇も与えずに言った。
「よいときにみえました。よい問題を扱っていたのです。」そして手にした両
性平等についての本を示しながらまた言った。「長い間ティマンドルに反対し
て証拠を手に論争していますが、彼はまだ改宗のしるしを少しも示さないので
す。」
　このとっかかりで自由に話せるとよく判断したスタジマックは即答した。「少
なくとも、示してくださる本の証拠すべてより価値のある、あなたの真価を考
えても降参しないとは、ティマンドルはずいぶんな頑固者に違いないですね。」
　ティマンドルは言い返した。「私はそうは思いません。ソフィの真価はよく
得心していますが。私が女性について語り、男性のほうがすぐれていると主張
するとき、女性一般を考えているのです。個々にみてみれば、従姉妹のように、
男性と同じ才気がありしっかりした何人かの女性もみいだせるだろうことは、
よくわかっているのですから。」
　スタジマックは答えた。「ご自分の見解に例外があるのを認める以上、それ
を習慣的にそうされるほど広げないでください。私達に譲らない何人かの婦人
を幸いにも知っている私としては、男女平等を主張します。」
　ユラリはスタジマックに言った。「私達女性にそんなにきっぱりと味方なさ
る以上は、あなたは疑いなく、この件で少し前に出た本を読まれたのでしょう。」
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　スタジマックは答えた。「それは二度も読みましたが、出るずっと前からそ
の主張するところは、もう自分で確信していました。」
　ソフィは慇懃に言った。「もし確信していなかったら、婦人たちは自分達を
こんなにうまく擁護したことであなたに恩を感じはしなかったでしょう。」
　ユラリは続けて言った。「なんですって、スタジマックが私達の本の著者な
のですか。」
　ソフィが答えた。「まさに彼です。」4）
　ユラリはスタジマックに言った。「私達女性はみな、世のどんな男性に劣ら
ずあなたに恩があります。」
　ティマンドルもまた彼に言った。「確かに、もし女性に感謝の念があるなら、
あなたの像を建てるでしょうに。」
　ソフィが答えた。「もし私次第でできるなら、すぐにもそれはできるでしょ
う。」
　ユラリが付け加えた。「私も協力を惜しまないでしょう。」
　スタジマックは言った。「それ以上の幸せはないでしょうが。〔しかし〕街の
真ん中に、私の姿と名のある大理石か石の破片を見るよりも、あなたに似た人々
の敬意を得るほうがずっと好ましいですよ。それでもやはり私は、あなたの好
意に感謝せざるを得ませんし、それに報いるために私の好意を示さざるを得ま
せん。あなたの像を建てるだけでなく、あなたのような才気ある婦人すべてが
ふさわしいと判断するような者に像を建てることができたらよいのにと、心か
ら宣言しますよ。」
　ユラリは言った。「あなたが最初の像になるでしょうね。」
　ティマンドルがスタジマックに言った。「みるところ、私は間違っていました。
あなたは女性にそれほど多くの善を望んでいる以上、彼女等をほめたたえるこ
とで、あなたは単に自分の才気を示すことだけを望んだのだと思ったのですか
ら。」
　スタジマックが答えた。「うちあけて言えば、私はそこで大部分の男性と正
反対の気分で、もし私次第ならば、女性、とりわけ価値ある女性たちを、望み
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得る限り幸せにしたいのです。」
　ティマンドルが言った。「そのためにあなたが何をするかを知るにやぶさか
ではない、とユラリの顔に書いてありそうです。」
　スタジマックが答えた。「私の傾向と思慮で提案できるであろうことすべて。
女性に有利であるような若干の規定を除けば、私は少女達を意に反して修道院
に入れることを絶対に妨げるでしょう。夫権をよく制限して、どんな男性も濫
用しないようにするでしょう。彼女をみじめにする乱暴者や嫉妬屋とともに暮
らさざるを得ない女性たちをみることほど痛ましいものはありませんから。女
性の利害にかかわり得ることについてもっぱら知っている男女同数からなる最
高評議会を設けたいものです。そして私は自分が把握するあるやり方で学者で
あることを限りなく評価するので、物事を、女性が男性同様に到達できるよう
な方法で統制するでしょう。」
　ティマンドルは言った。「そうすれば、あなたは若干の時間で女性たちを女
学者5）にするよい方法を得るでしょう。それによって彼女たちは結婚するため
の試験を受けさせられ、したがって最も富裕で最も体格のよい男性たちに、最
も有能な女性たちを提供することになるでしょう。中国では最も美しい女性が
彼等に与えられるように。」彼はさらに言った。「でもこうした手法は大反対に
あうのではないかとおそれます。なぜなら女学者たちは鼻つまみなので、紳士
にとってはそうした手合いを妻としてあてがわれるのは責め苦になるでしょ
う。」
　ソフィは言った。「あなたは本当の女学者と、猫かぶりの才女気取り6）とを
混同しています。後の女性たちは、自分と同じ女性であってもとっても嫌いで
すから、男性たちに耐えられなくても驚きません。」
　ティマンドルは言った。「女学者と才女気取りの性質の違いはほんのわずか
なので、知らず知らずに混同してしまいます。女学者である何人かの婦人を知っ
ていますが、そのうち才女気取りでもないような婦人は一人も知りません。確
かに彼女等はみな才気を、そして粋な事柄に対する趣味さえ持っています。し
かしその才気は才女気取りにおおいに向かわせ、その趣味は勿体ぶりのためと
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ても不快なので、腹が立ってしまうでしょう。まるで女神様のように誇り高く、
同胞とは別人種のようです。集いにいるときは女王のように支配権を求めます。
近づく者たちを見てやろうとはせず、ときおり自分から目を向ける男にはおお
いに名誉を与えたと考えます。夫がいても、なんとも思っていないか、自分の
第一の下僕のようにしか考えません。夫がいなければ、男たちについて、とも
に暮らすに値するのは一人もいないかのように語ります。その主張では、彼女
等が神託の口調で下す格律を受け取って尊崇を示さないのは、才気がない者で
す。身振りはわざとらしく、言葉は凝っています。話せば人から称賛されます
が、他人の話には無関心です。まるで発する言葉ごとに敬意を貢がなければな
らないようで、賞賛されないかどうか注視しています。そして話をやめたとき
には、そのうぬぼれのために、表現するよりも把握するほうがたやすい気取っ
た様子を伴う虚栄心の策謀を行っているのがみてとれます。」
　「そんな見栄っ張りをよく研究しましたね。」とソフィが言った。
　スタジマックが続けて言った。「ティマンドルはその手の女学者たちを知っ
ています。そして私はとても気に入る別種の女学者たちを知っています。とい
うのも彼女等は自然で、礼儀よく、心持よいからです。」彼はさらに言った。「で
も実際以上にそうだとあなたが思っている者たちと同様に彼女たちみなが気取
り屋であっても、私達〔男性〕の日常の職業的学者ほど反感を持たなくてもよ
いのです。勉強して、理性がもはや突破口なしには入れない非常識な砦を頭に
つくるのに役立っただけの私達の学者連中よりもです。そういう連中は、ギリ
シャ人やローマ人の言語を学んでしまえば、彼等すべてと同じくらい有能に
なったと思い込みます。神託の口調で宣告するだけでなく、それを間違いなし
と言い張ります。みんなが自分たちの決定に服従し、その言を聞き、地上の神々
のように敬うことを欲します。あなたがたの気取り屋たちがどんなに気難しか
ろうと、それとは違い、女性たちとともにいて彼女等を眺め少なくともその何
人かは愛するどころか、何人かの男を愛し、女性全体の悪口を言い、うっとう
しいふさぎ屋のように女とは会わないようにすることを取り柄とするのです。
最後に学者たちの大部分には、あるすぐれた詩人が〔次のように〕言ったこと
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が当てはまります。
　　己の虚しい学に酔う衒学者、
　　ギリシャ語をふりまわし高慢さでふくれ
　　また一語一語覚えた無数の著者で
　　頭はいっぱいだがしばしば馬鹿になるだけ。
　　本ですべてできると思い、アリストテレスなしでは
　　理性は何もみず良識は衰える。」
　ユラリは言った。「私達の女学者たちはまさにこうした学者たちといい勝負
です。」
　スタジマックはまた言った。「確かにそうです。またもし二択を迫られるなら、
一ダースの衒学者よりも一人の美しい気取り屋のほうがましです。」
　ティマンドルは答えた。「それは疑いありません。」そして付け加えた。「と
もあれ、女性にとっては、男性と違って有能になることはあまり得にならない
でしょう。反対に、あなたの本自体によれば、そうなる手段を与えられること
でおおいに害を受けることでしょう。あなたが第一部で描いているあの学者の
精神と様子とを身につけるためには、そこで彼女等に帰されているあの卓越し
た長所すべてを失うことになるでしょうから。」
　彼は続けて言った。「省察と研究に専心する人がどんな変化をこうむるか、
あなたは私以上にご存知です。心は狭くなり、想像力は疲れ、目はくぼんでく
もります。顔は青白く精気ないものに、表情は陰気で憂鬱で悲しげになります。
言葉は荒く物腰は粗野で下品になります。頑固になり、意地を張り、反論、もっ
たいぶり、言いがかりの精神を身につけます。ところで、女性は男性よりも繊
細な体質であるので、こうした悪い印象をより受けやすいでしょう。彼女等を
まだあまり評価していない人々の精神のなかでとどめをさすには、そのことだ
けでもはや十分でしょう。そしてもはやあの輝きを、彼女等をあれほどもては
やさせたこの魅力を持たなくなるので、また正反対の短所を持つでしょうから、
とても悪い時を過ごす危険に陥るでしょう。」
　ソフィは言った。「あなたが知る女学者たちを研究がそのように損なったと
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は、私は思いません。またそのことは〔男の〕学者自体について本当ではまっ
たくなく、反対に礼儀正しく誠実で慇懃な学者を何人か知っていて、あなたも
その一人です。」
　ティマンドルは答えた。「社交辞令で言ってくださったことには答えますま
い。でももし私達〔男性〕に礼儀があるならば、スタジマックにしたがえば、
それはあなたがたのおかげです。私達はそれを婦人たちの学校で学んだのです
から。反対にもしあなたがたが私達の学校に来るならば、私達はその後どこに
行ったらよいかわかりませんし、また世界が野蛮と未開の国になるのではない
かと心配するでしょう。」
　スタジマックはまた言った。「もしも婦人たちを、私達の学校で教えられる
流儀で諸学を研究させるなら、心配すべきでしょう。しかしもしあなたが名を
出してくれた〔私の〕本の第二部で語られている方法に従って専心するならば、
それにひきあうものがみいだされましょう。諸学は彼女等にとってやさしく簡
単な訓練でしょうし、それは彼女等の精神を開発して身体は悪くせず、彼女等
の値打ちを高められるようにするでしょう。」
　ティマンドルは答えた。「すでにとても値打ちがありますよ。それにあなた
にしたがえば、学問をまったく身につけていない女性も、じょうずに話し、説
得するすべを知り、うまく暮らしていかないことはありません。」
　ソフィは言った。「いまよりもっとよくなるでしょう。」
　スタジマックがまた言った。「ええ、疑いなく。それにもし、閑暇と手段を
持つ婦人が、ちゃんと整った研究からどんな利点をひきだせるかを知るならば、
通常の気晴らしから幾分かの時間を割いて、確固とした認識を得るのにあてる
だろうと確信しています。そうした認識なしでは本当に幸せになれないだろう
と私は思います。なぜなら楽しく、また理性的なふるまいによって、来世での
幸福をすっかり確信して働くためには、この幸福で報われる徳を完全に知らな
ければならないからです。この世の幸福に属することに関しては、それを精神
の完全な自由におくにせよ、または快楽、名誉、富の所有におくにせよ、真理
によって得られる知識なしには得られないと思われます。こうした知識は、不
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幸のなかでも私達が慰めをみいだしたり、繁栄のなかでも有頂天にならないよ
うにしたりする役に立ちます。幸運はある人々を専制的に支配し、その力で彼
等の目を塞いだままにしますが、知識の光が私達をその状態からひきあげてく
れます。自分の情念や欲求を認識させることによって、この知識は私達に、そ
れらを調整したり、またより平静に耐えたりすることを教えてくれます。最後
に、自分がなにものであるかを、またまわりの対象が何を行うかを私達自身に
教えることで、すべての事物について正当で自然な用い方をすることを教えて
くれます。」
　ユラリが尋ねた。「いま話した精神の自由とはどういうことですか。」
　スタジマックは答えた。「リベルタンと呼ばれる人々にふさわしい、盲目的
で無謀な自由のことではありません7）。賢明で啓発された自由のことで、真理
への愛に基づき、先入見、誤謬、無知、小心にとらわれたりひきずられたりし
ないものです。」
　ユラリは言った。「その点では、哲学は人が思う以上に必要なものです。」
　スタジマックがまた言った。「それは本当ですし、哲学の必要性はあまりに
大きいので、それをここでしかるべく示すことはできません。しかしそれほど
必要でなくても、この研究が与える快さは、もしそれがもっとよく知られるな
ら、より多くの人々をひきつけるでしょう。理性に従って人生の欲求を満たし
た後では、真理を探究し、一人でなり仲間となりそれで身を養うことほど快い
ものは何もないと、確信するでしょう。」
　ソフィはまた言った。「私としては、物事をよく知ってそれを他の人々に知
らせることができる以上に大きな満足はみいだしません。またこの満足を感官
からくるものと比べるなら、後者が『悦楽』という美名を与えられるのに値す
るとは思われません。なぜならまず私達〔女性〕は、官能的な快楽に自分自身
を移しませんし、私達には不都合な苦痛によって意に反してそれにおしやられ
るのです。そのうえこの悦楽は根本では苦痛の減少に過ぎません。身体がその
保続のために欲するものを与えられるときに悦楽を味わうにせよ、あるいはま
た、身体を苦しめるものから脱するときにせよ。しかもまた、この快を得るに
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はどんな気配りとどんな不安があるか、またその快の所有はどんなに短く、不
確かで不純なものか。得始めるや否や逃れてしまう。これが薬として役立つ病
は、それが味気なくなるより早くやむことはありません。またそれが癒す苦痛
が続くよりも長くこの快を続かせたいなら、それはもっと辛くてもっと手間を
とる別の苦痛をもたらします。要するに、最大の快はほとんど持続しないので、
「幸せな瞬間」と名付けられます。まるで私達には現れない福利のようで、そ
れを味わうためには私達が身を隠します。最も甘美なるものをみいだすのは隠
れた人々だけだ、とふつう言われます。」スタジマックは言う。「いわば学問的
で精神的な快楽はまったく別です。一度真理を求め始めた人は、ますますそこ
に導き入れる喜びをそこから得ます。しかしそれは身体がほとんど関与しない、
純粋で十全な喜びです。騒動にも羨みにも服しません。生きている限り続きま
す。誰も犠牲にせずに得られます。何人かに伝わることで増えていきます。苦々
しくひりひりする苦痛を生み出すどころか、またいきすぎて危険になることも
なく、逆に人生のあらゆる禍を鎮め、それらの通常の原因である過剰を緩和す
るのに役立つ喜びなのです。」
　ティマンドルはまた言った。「婦人はとても快楽を好むのですから、また真
理の認識はとても大きな快楽を与えるのですから、真理の探究をあなたととも
に彼女等に勧めたいものです。そしてあなたによれば、彼女等も男性と同じく
らいそうでき、また真理はまるで〔擬人化されると〕女性のように表象される
のですから、それだけいっそう熱心に身を入れるべきでしょう。」
　スタジマックはまた言った。「どんな観念のもとに他人が真理を表象してい
るのかはわかりません。私としてはそれを、万人から奉仕され配慮されるにふ
さわしい、申し分のない婦人のようにみなしています。またこの愛すべき女主
人の名誉のために次の詩をつくったある古人に同感しています。
　　魅力的な真理よ、もし最も美しい精神で、
　　生まれたままの姿でしか汝を愛せない者が、
　　とても幸いにも全裸の汝を見るならば、
　　その美しさにどれだけ心奪われることか。」
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【訳注】
1） 佐藤和夫、項目「プーラン・ド・ラ・バール」『哲学中辞典』知泉書院､2016
2） フランソワ・プーラン・ド・ラ・バール『両性平等論』古茂田/今野/佐々木/佐藤
/仲島訳、法政大学出版局、1997
3） この「王女」は、当時の仏王ルイ14世の姪（ルイ13世の弟ガストン・ドルレアン
の娘）で、「グランド・マドモアゼル」と呼ばれた女丈夫、アンヌ-マリ-ルイズ・
ドルレアン（Anne-Marie-Louise d'Orléens,1627-93）である。本書が彼女に献呈
された意味についての考察として、cf.,S.Stuurman, François Poulain de la Barre 
and the Invention of Modern Equality, Harvard UP, 2004, pp.161-162.
4） これによって「スタジマック」が「男女平等論」の著者で本書の著者プーラン・ド・
ラ・バールの代弁者であることがわかる。
5） モリエールの喜劇『女学者』は本書公刊の直前1672年に初演された。
6） モリエールの喜劇『才女気取り』は1659年に初演された。女性の評価や地位をめぐっ
て近世フランスで闘われた「女性論争」（querelle des femmes）において、モリエー
ルは反女性派の立場でいくつかの喜劇をつくった。
7） 「リベルタン」は今日では「自由思想家」の意味で使われることが多いが、ここで
は本文にあるように、宗教や道徳に反した放縦な生活をするもの、というもとも
とのけなし言葉として使われている。

